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全国文化財データベースについて
近年、コンピュータの允辻と衵俟-jて、文化財の分野でも情報機器を導人し行政や研究に役
･yてようという動きが令国各地にある。 尤も、全国の文化財を対象としたデータベースとなる
と、その駮の膨人さ、テ･一夕収集の困難さなどから、着寸 が躊躇されていた。
しかし、昨今のパーソナルコンピュータ、あるいはワークスディジョンの発辻、117及度は川
ざましく、各|'|治体・佃人が各々のデータベー ス作|戉に17f し、既に稼働している例も少なく
ないし、各地域のデータベースをおたがいに統介して衵lj:利川したい、という声も人きい。
文化庁もようやく令IIﾐ|文化財データーベース術築計|山iにi゛iTした。最初の調介背が計llされ
たのが1987年度である。爾来、唆･Eなる調介・討議を経て、'‾文化財桁報システム概念設計､I凵
が、1991 年３月にrl｣行された。これによると、文化財を動４.文化財と不動産文化財に分け、そ
れぞれにセンターシステムをおき、各関辿機関がローカルシステムとなってデータ人力を受け
1卜J.と同時に、それぞれの部門のセンターからオンラインサービスを受けるとする。　さらに、
このシステムの完成を199,1年におき、1995年にはサービスを開始する計1111jである。
不動吋ﾐ文化財のうち、遺跡頡II｣では、余文研力り･?頭をとり、これに光行する形で検討を進め
てきた。199〔〕年２川には、令国の教介委八会に呼びかけ、関心のある方々】00人程が余文研に
集り検許会を催した｡ さらに同年５月には、そのなかの20人で構成するワーキンググループの
集会をもち、データベース構造の細部検討から、遺跡の項川送定、文字数まで活発かつ詳1111な
討議をおこな一jた。その結t4､1がこのy1111蔵文化財ニュース』にとりまとめたものである。
この、テ･一タベースが全国の文化財保護行政・研究に資するところ人であることは疑いない。
しかし、データペースがイ』･効に活川されるか丙かについては、- にそのデータベースが充実し
た内容をも-jているか冱かにかか-jている。データベースのユーザの資格は、データを提供し
データベース構築の　･端を担うことによｰ､て生ずる。 令閥の膨人なIIに)不動に文化財を、デー
タベースに網雑できるり｡通しは、ここに負うところが人きい。文化庁では、Ilj‘Ⅲ｣'村教育委員会
に、竹帖ドの不動･;?ﾐ文化財についてのデータシート作り、デ'一夕人力のための補助金を計11111し
ている､、また、奈え研では、巾販の各種ＤＢソフトに辿跡データを人力するためのプログラム
を作成した。各団休に配布L 、rf 効に活川していただくっ もりである。この:'jlll文ニュース｡2
は、その際の人カマニュアルち兼ねている。昨今の情報化缸会のなかで、川蔵文化財もこれに
りﾐし、きめの細かい保護行政・研究が進むよう、このデータベースの充実を願-Jてやまない。
不動産文化財データベースの構造
匐 二k
←
独白の項目例
（共 通 項 目群 ）　　書名､発行機闡､発行年､編著者､論文名など
地方公 共団 体独 自 の項目 群
文 献の 有無 、図 書 番号、所 蔵礇 闡名 など
－ ２－
不動産文化財データペースの定義と構造（左ページ図の説明）
・不動産文化財とは、遺跡、伝統的建造物群を含む歴史的建造物、名勝、天然記念物など、お
よそ土地に結びついている文化財を総称するものである。 これに対して彫刻、絵画、書、美
術工芸品のように口1動することのできる文化財は「動産文化財」とよんで区別し、この動産
文化財と不動産文化財のデータの基礎的データを統合したデータベースを総称し、全国文化
財データベースとする。
・各不動産文化財に共通する項目すなわち、不動産文化財１点ごとに付ける不動産文化財ＩＤ、
名称、所在地、所在地の座標、史跡等指定の行無、調査歴、文献の有無、この不動産文化財
を含む1 / 25,000地形図の番号など、すべての不動産文化財に共通して設定できる項目を
「不動産文化財データベース共通項目群」とし（前ページ図の中心の円）、データベースの核
として構造の中心におくｏ
・共通項口群の周囲には、不動産文化財の種別に応じた項目群すなわち、追跡項目群、建造物
項目群、名勝項目群、天然記念物項|］群の４群をおき、それぞれの項目群が、データベース
に盛り込む項目を選定する。この範囲を、全国不動産文化財データベースセンターシステム
として共用できる部分とする。
・国・都道府県・巾区町村が指定する不動産文化財については、別にL 記種別項目群のそれぞ
れの枠内に項口群（テーブル）を設定し、指定物件管理上の項目（指定告示記録、調査記録、
管理団体、調査主体、現状変更記録、上地公有化記録、地権者リスト、などの文字情報に加
えて、地番図、現況写真などの|凾i像情報）を追加する。
・さらに、都道府県、巾町村はその自治体独自のローカルシステムを構築し、センターシステ
ムとリンケイジをはかりつつ、個々の不動産文化財についての独自の項目群を設定し、セン
ターシステムにはなじまない、地権者、地番、買収計画、調査予定、調査費用など文化財管
理上必要な項目を盛り込み、データベースの強化をはかる。
・各不動産文化財に関する文献については、文献データベースを別に構築し（前ページ下段）
不動産文化財個々に付したI  D  (Identity) で結合させる。 文献データベー スの項目（案）
についても巻末に提示した。
・文献データベースにおいても、ローカルシステムが、受入年月日、排架、貸借台帳など図書
管理h の項目を付加し、独自の項目群を設定する。
このデータベースは、令国の不動産文化財のデータ約40 万件を対象とするもので、共通項目
群および不動産文化財別項目群では、そのすべてを網羅することをたてまえとしていることか
ら、個々の不動産文化財についての細部に亙るデータには及ばない。さらに、その不動産文化
財についての学術的な意見の相違まで言及できない。したがって、地方公共団体独自の、ある
いは研究者独自の項目群（ローカルシステム）をいかに充実させるかが、このデータベースが
有効に活用されるか否かの、鍵を握っているといっても過言ではない。
－ ３－
Ｉ。共通項目群
I -1. 共通項日群内容表横軸の説明
１。項口番号　 それぞれの項目に
与えた４桁の番号
で、各項目を区別･
代表する。
２，文字数　　 各項目で記人でき
る最大の文字数。
３．バイト数　 コンピュータで扱
われているWORD
（語） 単位で、各
項目の最大文字数
通常英字・数字は
１バイト、ひらが
な・漢字等は２バ
イトを要する。
４，リピート　 同一項目中複数の
データがあり、そ
れが繰り返して出
現することを認め
る場合、この項目
こ 匸 項目番号 文字数 ﾊﾞｲﾄ 数 リピ トー ﾃﾞｰﾀ 長 文字種
不動産文化 財ＩＤ 番号 1000 12 12 固定 鑾角
市町村不動産文化財ＩＤ番号 1010 ６ ６ 固定 半角
( 空　　 欄) 1020
名　 称
漢　　 字 1030 25 50 ３ 可変 全角
ひらかな 1035 50 100 ３ 口J変 全角
所在地
市町村コ ード 1050 ５ ５ ３ 固定 半角･コ ドー
郡市区町村大字 1055 40 80 ３ 可変 全角
境界不動産文化財ＩＤ番号 1060 10 101　　3 固定 罘角　　 １
所有者種別 1100 １ １ ３ 固定 1埆･ コ ドー
主な時代 1200 ２ ２ ５ 固定 半角･ｺｰ ﾄﾞ
指定区分 1300 ２１　 ２ ３ 岡定 半角･ コー ド
調査・発掘の有無 1400 １ １ 固定 半角･ コー ド
文献の有無 1500 １ １ 固定 半角･ コー ド
２万５千分の１地形図番号 1600 ９ ９ ４ 固定 半角
座 標値
緯度 1601 ６ ６ 固定 半角
経度 1602　’　 ？ ７ 圃 定 半角
をリピート可能項目とし、表中の数字は、出現する項目の出現限度数を定めた
ものである。　リピートの制限を越える場合、以下は切り捨てとする。
５．データ長　 各項目のデータの形式をあらわす
固定：記入データを一定の文字数とする。
可変：記人データを限度文字数の範囲内で不定とし、記入された文字数が実
際のデータ長となる。
（仮に、この定められたデータ長を越える場合は、以 ’ドを切り捨てる）
６．文字穐　　 各項日に記入する文字の形式
半　角：英字、数字など、表示文字の横幅が半分の文字（１バイト文字）
全　角：漢字などを表示する場合の文字（２バイト文字）
コード：コード表内に記載されている番号
（注) J  I s 第２水準までに含まれない漢字については、読変え可能なものは読変え、外字は
極力使用しない。やむを得ない場合は当該文字を記り･化し、読変えのコード表を添付す
る。
－ ４－
Ｉ ２ 共通項目群の項目説明（４ページ表、縦軸の説明）
・不動産文化財ＩＤ番号（1000）
「JIS 」で定めた都道府県コード（２桁）と市区町村コード（３桁）の５桁と、市町
村不動産文化財ＩＤ番号（1010）の６桁を合わせた11桁の数字の末尾に不動産種別コー
ド１桁を付した12哘の数字。 ＪＩＳコードは、自治省編「全国地方公共団体コード」と
同じ。
・市町村不動産文化財ＩＤ番り（1010 ）
市区町村ごとに各不動産文化財に付す６桁の通し番り･。不動産文化財ＩＤのド６桁と同
じ。この番号は不動産種別（遺跡、建造物など）ごとに異なる必要はないが、混乱を避
けるため末尾に不動産文化財種別コード（項目番号1020）を付ける。
・不動産文化財種別（1020）
遺跡、名勝、大然記念物、建造物、伝統的建造物群保存地区に付すコード。
不動産文化財種別コード表（７貞）参照。不動産文化財ＩＤ木尾１桁と同じ。
・名称（1030 ・ 1035)
不動産文化財の名称と読み。漢字（２バイト文字）25文字までと、読みはひらがなで。
異称、通称などリピートは３．
・所在地（1050 ・ 1055)
不動産文化財の所在地のコードと漢字（２バイト文字）、読みはひらがななど。 複数の
自治体にまたがる場合、リピートは３まで。
・市町村コード（1050 ）
所在地の都道府県コード十巾区町村コード（ＪＩＳ）。
（不動産文化財ＩＤの２位からの５桁と同一）
郡市区町村人字(1055)
不動産文化財の所在する郡市区町村大字名地番。大字のない地域では、町名お
よび丁目まで。なお、調査当時と現在の町名が異なる場合（町名変更など）で
きる限り現在の町名を付けるようにする。
・境界不動産文化財ＩＤ番号（1060）
ある不動産文化財が複数の自治体にまたがる場合、各自治体が独自に付ける不動産文化
財ＩＤ番 号。不明の場合は空欄。　１物件に異なる複数のＩＤが付されることになるが、
センターシステムで調惟のうえ、統一をはかることとする。
・所有者種別（1100）
不動産文化財の所有者コード。リピートは３。所有者種別コード表（７頁）参照。
・主な時代（1200）
不動産文化財の主となる時代のコード。リピートは５．時代コード表（７頁）参照。
・指定区分（1300）
史跡、重要文化財などに指定されているものについての秤別コード、リピートは３．指
定区分コード衣（７頁）参照
５
・調介・発掘の有無（1400）
調食や発釧の有無コード。 Ｏをなし、１をありとする。建造物の調査、修理、遺跡の発
畆凋介などの時期、内容などについては、各不動産文化財の項目群の、調査概要等を参
照する。さらに、調杏期間、機関、担??1者、調査費川、調査衣・写真などの保竹ケース
等については、地方自治体独自の項［l群を参照する。
・文献の右無（1500）
肖該不動産文化財に関する文献の有無コード。 Ｏがなし、１があり。その詳細な内容は
不動産文化財文献愉報データベースを参照する。
・２万5 T 一分の１地形図番号（1600）
不動産文化財の所在地を介む国ll地理院発行の２万５千分のＩ地形図の地図番り･。複数
の地形図にまたがる場合は、４とおりまで。
（例）
｜：25.000 地 形 図　N  1-53-15-5-4　 地図番り･
ふ る い ち　　　　　　 （ 和 歌 山 ５号 －４）
至
喟
13
?
?
ll記囗図番りの”-”（ダッシュ）を除いた９桁。
この地形図は、縮尺２万５丁･分の１に統一したい。それ以外の縮尺の地形図を台帳に採
川している自治体の場介は、できるだけ２万５千に統一していただきたい。
・緯度（1601）
不動産文化財所在地の中心座標の緯度。 厂゜ 厂 尸’」の記りを宵いた６桁。
例）　　36 ° 50’ 20” →365020
・経度(1602)
不動産文化財所在地の中心座標の経度。
例）　　137 ° 49’ 50” →1374950
この緯度・経度はあくまでも所在地の中心の１点の座標であり、而的な範囲ではない。｀lj然、
自治体では、データベースとして範闘を登録したいという要求があると思われる。その場合
も自治体独自の項目群でカバーする。
異なる自治体にまたがって存在する不動産文化財については、各自治体が災なった座標をり
えることになるが、これについてもセンターシステムに於いて調惟することとする。
－ ６－
Ｉ３　共通項目群コード表
不動産文化財種別（1020 ）コード
項　　 目　　 名 コ ー ド
遣　　　　　　 跡 １
名　　　　　　 勝 ２
天 然 記 念 物 ３
建　　 造　　 物 ４
伝統 的 建造物 群 ５
そ　　 の　　 他 ９
主な時代(1200) コード
項　　 目　　 名 コ ー ド
旧　　 石　　 器 10
縄　　　　　　 文 20
弥　　　　　　 生 30
占　　　　　 墳 40
古
代
飛 鳥 白 鳳 50
奈　　　　 良 51
平　　　　 安 52
細 分 不 明 59
中
皀
鎌　　　　 介 60
南　 北　 朝 61
室　　　　 町 62
戦　　　　 国 63
細 分 不 明 69
惱
,世
安 土 桃 山 70
汪　　　　 戸 71
細 分 不 明 79
明　　　　　　 治 80
不　　　　　　 明 90
所有者種別（1100）コード
項　　　目　　　名 コ ー ド
国 １
県 ２
市 町 村 ３
寺　　 院 ４
神　　 社 ５
法　　人 ６
個　　 人 ７
そ の 他 ９
指定区分（1300）コード
項　　凵　　名 コ ー ド
史　　 跡
国 指 定 特 別 11
国　　 指　　 定 12
都 道 府 県 指 定 13
市 町 村 指 定 14
名　　　勝
国 指 定 特 別 21
国　　 指　　 定 22
都 道 府 県 指 定 23
市 町 村 指 定 24
天　　 然
記 念 物
国 指 定 特 別 31
国　　 指　　 定 32
都 道 府 県 指 定 33
市 町 村 指 定 34
建 造 物
国　　　　　　 宝 41
重 要 文 化 財 42
都 道 府 県 指 定 43
市 町 村 指 定 44
伝　統　的
建造 物 群
国 選 定 重 要 51
都 道 府 県 指 定 52
市 町 村 指 定 53
そ　の　他 90
－ ７－
ｎ　 遺跡項目群 とその定議
n ―i 遺跡項目群の内容
項　目　 名 項日番弓･ 文字数 バイト数 リピ ート ﾃﾞｰﾀ 長 文字種
時代・遺跡種別 2010 ４ ４ ５ 固定 半角・コード
立　　 地 2020 １ １ ３ 固定 半角・コード
現　　 況 2030 １ １ ３ 固定　
！
半角・コード
保存状況 2040 １ １ 固定 半角・コード
面　　 積 2050 10 10 可変 半角
全国遺跡地図番号 2060 ９ ９ ｜　固定 半角
群集遺跡ＩＤ番 号 2070 1（　10 ，
1　　　　1
固定 半角
遺跡概要
主要な遺構 2100 50 100 可変 全角
主要な造物
T
2110 ‘　　50 100 可変 全角
主要な調査 2120　1　100
｜
200 可変 全角
主要な開発 2130 100 200 可変 全角
その他 2140 100 200 可変 全角
ｎ－２遺跡項目群の説明
・時代・遺跡種別（2010 ）
時代・遺跡種別コード。複数の時代・追跡種別を持つ複合遺跡の場合は、５とおりまで。
時代遺跡種別コード表（10貞）、コード表の詳細説明は11頁参照。
（例）弥生時代の墓、古墳時代の集落の場合3013, 4001 となる。
・立地(2020)
立地のコード。 リピートは３．立地コード表（11頁）参照
・現況（2030）
追跡の現況コード。 リピートは３．現況コード表（11頁）参照
・保存状況(2040)
８
保存状況のコード。保存状況コードは、11 ページのコード表のとおり、保存、不良、消
滅、不明、その他の５とおりしか川意していない。データシート記人者の判断でいずれ
かに決めざるを得ない。保存状況コード衣（11頁）参照
・而積（2050）
遺跡の而積の実数。　１平方メートル単位とする。（概数の場合でも末尾の Ｏは省略しな
い）
・全閥遺跡地図番り･(2060)
文化庁編「令国遺跡地図」の造跡地図番り･2 桁と遺跡一連番り･4桁を基本とする。
「遺跡地図」に記載のないものは空欄とする。また、各番り･が桁数に満たない場介は右
､沽めとする。技番がある場介は、「－」（ハイフォン）で連結し９桁までを遺跡地関 番り･
とする。
福　 島 ７
福　　島
貼　ｌ 指乏臾跡名勝天然記全徇
・群集遺跡I  D  S  'J･(2070)
群集遺跡とは、占墳群、横穴群、窯跡群などを指し、俳令体が遺跡名を持つものをムう。
さらに、群集遺跡の中のE 要な佃々の遺構には、個々に不動産文化財ＩＤ番り･を付す。
・遺跡概要
E 要な遺構(2100)
この遺跡を代衣するlﾓ 要な遺構についての記･戝（50字以内）。
|ﾐ要な辿物（2110）
この遺跡を代表するIﾐ 要な遺構についての､紀戯（50字以内）。
|ﾐ要な発掘歴(2120)
1ﾓ要な発掘歴の記･戝（100字以内）。
|ﾓ要な開発歴(2130)
1ﾐ要な開発歴の記･瞋（100字以内）。
その他(2140)
E 要な遺構、辿物、発掘歴、開発膝に属さない必要･ji項についての記･馘（100
字以内）。
遺構概要については、すべての字句が検索の対象となるので、J  I S  2級までの文字にとど
め、外字・記り’などは使川しないよう努めたい。
－ ９ －
??
?
時代・遺跡種別（2010）コード
遺跡種別口
居　住　集　落 生 産 関 連 墓　・　祭　祀 そ　の　他
築落
－-
1001
洞穴 r1塚 宮部 官衙 城館 交通 窯 田畑 製塩 製鉄
その
他
墓 古墳 横穴 祭祀 経塚 社寺 集 石
皿　 ●ふ皿
1019
散布
地
その
他
IE］　石　 器 1002 1003 1007 1012 1013 1016 1020 1021
縄　　　　文 2001 2002 2003－･ －
3003
2007 2010 2012 2013 2016 2019 2020 2021
弥　　　　生 3001 3002 3007 3009 3010 3012 3013 3014 3016 3019 3020 3021
占　　　 墳 4001 4002 4003 4007 4008 4009 4010 40】1 4012 4013 4014 4015 4016 4019 4020 4021
古
代
飛鳥白鳳 5001 5002 5003 5004 5005 5006 5007 5008 5009 5010 5011 5012 5013 5014 5015 5016 5017 5018 5019 5020 5021
奈　　良 5101 5102 5103 5104 5105 5106 5107 5108 5109 5110 5111 5112 5113 5114 5115 5116 5117 5118 5119 5120 5121
-
5221平　　安 5201 5202 5203 5204 5205 5206 5207 5208 5209 5210 5211 5212
-
5912
5213 5216 5217 5218 5219 5220
細分不明 5901 5902 5903 5904 5905 5906 5907 5908 5905 5910 5911 5913 5916 5917 5918 5919 5920 5921
中
世
鎌　　倉 6001 6002 6003 6004 6005
・ﾐ--
6105
6006 6007 6008 6009 6010 6011 6012 6013
- ・-
6016 6017 6018 6019 6020 6021
南 北 朝 6101 6102 6103 6104 6106
-
6206
6107 6108 6109 6110 61H 6112
一
一一
6212
6113 6116 6117 6118 6H9 6120 6121
室　　町 6201 6202 6203 6204 6205 6207 6208 6209 6210 6211 6213 6216 6217
㎜-6317
6218 6219 6220 6221
戦　　岡 6301 6302 6303 6304 6305 6306 6307 6308 6309
-
6909
6310 6311 6312 6313 6316 6318 6319
〃･ ●　－
6919
6320 6321
細分不明 6901
-
7001
6902 6903 6904 6905 6906 6907 6908 6910
－-
7010
6911 6912 6913 6916 6917 6918 6920 6921
-
7021近
皀
安ll桃山 7002 7003---
7103
7004 7005 7006 7007 7008 7009 70H 7012 7013 7016 7017 7018 7019 7020
江　　戸 7101 7102 7104
-
7904
7105 7106 7107 7108 7109 7110 7111 7112 7113 7116 7117 7H8 7119 7120 7121
細分不明 7901 7902 7903 7905
-
8005
7906 7907 7908 7909 7910 79H 7912 7913 7916 7917 7918 7919 7920 7921
明　　　　治 8001 8002 8003 8004 8006 8007 8008 8009 8010 8011 8012 8013 8016
-
9016
8017 8018 8019 8020 8021
不　　　　明 9001 9002 9003 9004 9005 9006 9007 9008 9009 9010 90H
-
9012 9013 9014 9015 9017
-
9018
-
9019 9020 9021
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ｎ－３　遺跡項目群コード表
・時代・遺跡種別コード（左表）の説明
時代・遺跡種別コードは、時代を縦軸、遺跡種別を横軸にしたマトリックスコード衣を
採用した。縦軸と横軸の交点のコード（数字４桁）とする。時代と遺跡種別を別々の項
日として設定した場合、複合遺跡などの検索の際に不都合が生じる場合がある。例えば、
縄文時代の墓と弥生時代の集落という複合遺跡の場合、下記のような索引の組合わせが
それぞれ条件を満たしていることになり、検索者の判断が必要となる。そこで、多少煩
雑ではあるが、時代と遺跡種別を関連させたマトリックスコード表を採用することによ
り、この混乱を回避することとした。
（例）時代項目と遺跡種別項目を別けて設定した場合
縄　 文
弥　 生
［縄 ・ 墓］［縄 ・ 集 落 ］
と と な る。
立地(2020) コード
遺跡種別
墓
集　　 落
［弥・墓］［弥・集落］と、全ての組み合わせが条件を満たすこ
現況(2030) コード
項　 凵　名 コ　 ー　 ド
山　　　地 １
丘　　 陵 ２
台　　 地 ３
扇 状 地 ４
低 地 平 地 ５
水　　 底 ６
島　　 嶼 ７
烏嶼：１から６のいずれかにも該当しない島
保存状況(2040) コード
項　目　 名 コ　 ー　 ド
保　　 存 １
不　　 良 ２
消　　　滅 ３
不　　　明 ４
そ の 他 ９
項　 目　　名 コ　 ー　 ド
市街地・集落 １
道　　　　 路 ２
墓　　　　 地 ３
耕　 作　 地 ４
山 林 ・ 原 野 ５
河　　　 川 ６
そ　 の　 他 ９
保存：遺跡全体が良く保存されている
不良：遺跡の一部が破壊されている
消滅：遺跡全体が消滅している
保存状況の判断は、記人者の主観に
頼らざるを得ない。
不動産文化財データベース　データシート
不動産文化財ID番号 1000
ｌ
●・ 市町村不動産文化財江)番号 1010 ヨ｜
名称
Ｉ
漢字 1030
ひらかな 1035
ｎ
漢字 1030
ひらかな 1035
II］
漢字 1030
ひらかな 1035
所
在
地
Ｉ
市町村 コード 1050
邵市区町村大字 1055
ｎ
↑i町村コード
IU こ)Ｕ
郡市区町村大字 1055
Ⅲ
有町村コード 1050
郡市区町村大字 1055
境界不動産文化財ID番号 1060 ●・● ●・●
・
ｌ
● ｮ|
所有者種別(3以内に○) 1100 1.国　　2.県　　3.市町村　　4.寺院　　5.神社　　6.法人　　7､個人　　9.その他
主たる時代 1200 ・・● | 指定区分 1300 ●●● ●●● ●●●
調査・発掘の有無 1400 0.なし　1.あり 文献の有無 1500 0.なし　1.あり
2万5于分の1地形図番号 1600
： ： ：
・ ｜ ・
●
ｌ
ｌ
● ● ●
● ● ●● ● ● 囗
緯　　度 1601 経度 1602
時代・遣 跡種 別 2010 ｜ ｜
立　　 地 2020
現　　 況 2030
保存状況 2040
面　　 積 2050 Ｉ●● 全国遺跡地図2060 ●●● 囗 群集遣畊D番号　2070
● ● ● ● ● ● Ｉ ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ●・ ・ ・ ・ ・ ・ ｌ ● ・
遺
跡
概
要
主要な遺構 2100
主要な遺物 2110
主要な発掘 2120
主要な開発 2030
その他 2040
(注　このデータシートの中央下寄りの２呎線より上半が、不動産文化財共通項目記人欄、
下半が遺跡項月記入欄となる。遺跡以外の不動産文化財についての項目等は、稿を改
める。)
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Ⅲ　不動産文化財文献情報データベース
Ⅲ－１　データベースの構造
不動産文化財に関する文献には、報告書、単行本、雑誌論文などがある。それらを次の３種
類に分類する。
Ａ．文献１点に不動産文化財１叭位が報告されているもの。
単行本項目群として扱う。
Ｂ．文献１点に複数の不動産文化財が報告されているもの。
単行本項日群と複数件の表題項目群として扱う。
Ｃ．雑誌・紀要などに報告されているもの。
雑誌・紀要項目群として扱う。
Ａ
(文献１点に不動産文化財
１叭位が報告されている)
Ｂ
(文献１点に複数の不動産
文化財が報告されている)
Ｃ
(雑誌・紀要などに
報告されている)
１
単行本項目群
(文献仮ＩＤ番号、書名、副書名、巻次、シリーズ名、
シリーズ番号、編著者名、発行機関、発行年、不動産
文化財ＩＤ番号)
Ｂ頬の場合、不動産文化財ＩＤ番号は表題項口群に記載する
｜
雑談・紀要項目群
(文献仮ＩＤ番号、
論文名、
執筆者名、
頁、
雑誌、紀要名、
巻号、
発行機関、
発行年、
不動産文化財
ＩＤ番号)
表題項日群
(表題、頁、
執筆者名、
単行本連結
ＩＤ番り、
不動産文化財
ＩＤ番号)
● ●● ● ● ●
表題項目群
(表飽、頁、
執筆者名、
県行本連結
ＩＤ番号、
不動産文化財
ＩＤ番り)
地 方 自 治 体 独 自 の 項 目 群
(受入番り、受入年月口、排架番 咢、分類番りなど)
図書管理情報を強化するためには、自治体独自の項目群を充実させる必要がある。
-13-
ｍ－２　Ａ、Ｂに共通する単行本項目群とその定義
Ⅲ-2  ― 1　Ａ、Ｂに共通する単行本項日群の内容
項　目　名 項目番号 文字数 ﾊﾞｲﾄ 数 リピ ート ﾃﾞｰﾀ 長 文字種
文献仮ＩＤ番号 9000 ５ ５ 固定 半角
書　　名 9010 50 100 可変 全角
副 書 名 9020 50 100 可変 全角
巻　　次 9030 10 20 可変 全角
シ リ ー ズ名 9040 50 100 可変 令角
シ リ ー ズ番 号 9050 10 20 可変 全角
編著者名 9060 50 100 可変 全角
発行機関 9070 25 50 可変 全角
発 行 年 9080 ４ ４ 固定 半角
不動産文化財ＩＤ番号 9500 12 12 固定 半角
Ⅲ-2-2　 Ａ 、 Ｂ に共 通 す る 単 行 本項 目 群 の 説明
・文献仮ＩＤ番号（9000）
自治体の整理用のＩＤ番りであり、自治体単位で任意の５桁の数字を与える。入力語の
修正、追加などはこの番号によって行う。
・書名（9010）
図書に表示されていて、それによって図書が同定識別される固有の名称。
・副書名(9020)
書名に対してそれを補記するような名称が付けられてあればその名称。
（例）書　名　「仁和寺境内発掘調査報告」
副書名　 一御室会館建設にともなう調査－
・巻次(9030)
書名に対して同定識別するため与えられている番号あるいは名称。
（例）第５巻 近世編
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・シリーズ名(9040)
いくつかの著作からなる数冊の図＆で、各図書にそれぞれの書名があるとき、そのクルー
プ全体につけられた包括的な名称。
（例）世界考古学人系
・シリーズ番号（9050）
シリーズ構成する個々の図ぷ:に’jえられている番り･。
（例）第10巻
・編着者名（9060）
その図書の著作者、あるいはその著作に関与した副次的な著者（編者、訳者等）の佃人
名または団体名。著作の種類（「茖」、「訳」、「編」、「文」、など）は採用しない。編著者
が２名以上または２団体以上の場合「、」（コンマ）で区切って列記する。
・発行機関(9070)
図書の出版、頒布、発行などについて、責任がある個人あるいは団体の名称。
発行機関が２機関以上の場合、「、」（コンマ）で区切って列記する。
・発行年（9080）
図書の属する版が最初に発行された年の西暦（１バイト文字４桁）。
・不動産文化財ＩＤ番号（9500）
当該文献に報告されている不動産文化財のＩＤ番り･（不動産文化財データベースの共通
項目群の項目番号1000の不動産文化財ＩＤ番号）。 但し、Ｂ類に属する文献の場合は、
表題項口群で記入するのでここでは記入しない。
Ⅲ－３　Ｂの表題項目群とその定義
Ⅲ-3-1　 Ｂの表題項目群の内容
項　 凵　名 項目番号 文字数 バイト数 リピート ﾃﾞｰﾀ 長 文字種
表　　 題 9100 50 100 可変 全角
執筆者名 9110 20 40 可変 全角
頁 9120 ９ ９ 可変 半角
単行本連結ＩＤ番り･ 9130 ５ 凵 固定 半角
不動産文化財ＩＤ番号 9500 12 12 1
1
固定 半角
15 －
Ⅲ-3-2　 Ｂ（文献１点に複数の不動産文化財が記載されているもの）の表題項目群の説明
・表題（9100 ）
本文内での表題
・執筆者名（9110）
表題論文等にかかる執筆者、文責者の氏名。執筆者が２名以上の場合「、」（コンマ）
で区切る。
・頁(9120)
表題論文等の記載ページ。開始ページと終了ページの間に「－」（ダッシュ）を入れる。
（例) 35-64
・単行本連結ＩＤ番号(9140)
表題論文等が記載されている文献の仮のＩＤ番号（不動産文化財文献情報データベース
の単行本項目群の項目番号9000の文献仮ＩＤ番号）。
・不動産文化財ＩＤ番号（9500 ）
表題論文等に報告されている不動産文化財のＩＤ番号（不動産文化財データベースの共
通項目群の項目番号1000の不動産文化財ＩＤ番号）
Ⅲ－４　Ｃの雑誌・紀要項目群とその定義
Ⅲ-4  ― 1　Ｃの雑誌・紀要項目群の内容
項　目　名 項目番号 文字数 バイト数 リピート ﾃﾞｰﾀ 長 文字種
文献仮ＩＤ番号 9000 ５ ５ 固定 半角
| 論 文 名 9210 50 100 可変 全角
執筆者名 9220 20 40 可変 全角
頁 9230 ９ ９ 可変 半角
雑誌・紀要名 9240 30 60 町変 全角
巻　　号 ｜9250　1　10 20 可変 全角
発行機関 9260 25 50 可変 全角
発 行 年 9270 ４ ４ 固定 半角　　　
｜
ｌ
l
不動産文化財ＩＤ番号 9500 12 1ぺ ， 固ｔ ｌ 半角
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Ⅲ-4-2　 Ｃ の 雑誌 ・ 紀 要項 口群 の 説明
・文献仮ＩＤ番号（9000）
単行本の項参照。
・論文名(9210)
この雑誌・紀要などに掲載された、ここで取り扱う論文名。
・執筆者名(9220)
項目番号(9210) の論文に関わる執筆者の氏名である。執筆者が２名以h の場合、「、」
（コンマ）で区切って列記する。また、複数の執筆者の氏名で20字を超過する場合には、
20字以内におさまる氏名をあげるにとどめ、末尾に「他」を付して記載以外の執筆者の
存在を明確にする。
・頁(9230)
項目番号(9210) の論文の掲載されているページ。開始ページと終了ページの問に「－」
（ ダッシュ）を入れる。
・雑誌・紀要名(9240)
項目番号C9210) の論文の掲載されている雑誌名または紀要名。『紀要』という書名で
あって、責任編集団体の名称をあげていない紀要の場合でも、特にその名称を補記しな
い。
・巻号(9250)
雑誌または紀要の巻および号。「第」、「巻」、「号」を付ける。
（例）第28巻３号
・発行機関(9260)
雑誌・紀要の出版、頒布、発行などについて、責任がある個人あるいはt引体の名称。発
行機関が２団体以上の場合、「、」（コンマ）で区切って列記する。
・発行年（9080 ）
雑誌・紀要が発行された年の西暦４桁。
・不動産文化財ＩＤ番号（9500 ）
当該文献に報告されている不動産文化財のＩＤ番号（不動産文化財データベースの共通
項目群の項目番号1000の不動産文化財ＩＤ番号）。
また、当該文献に不動産文化財が複数記載されている場合は、５とおりまで記載できる。
以上、全国不動産文化財データベースの構造と、データベースに盛り込む項目について述べ
た。繰り返しになるが、この文献データベースは、あくまでもある不動産文化財に関しての文
献に限ってのものであり、図書管理1この項目とか、その文献の所在に関しては、いっさいあげ
ていない。それについては、ユーザーが個々に、みじかに利用・閲覧できる文献の書誌的情報
を盛り込むことで、いっそう充実した文献データベースに育て上げることが肝要である。
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不動産文化財文献情報データベース　データシート
単行本項目群・表題項目群データシート
文献仮ＩＤ番号 9000
・
・
ｌ
書　 名 9010
副 書 名 9020
巻　 次 9030
シリーズ名 9040
シリーズ番号 9050
軅著者名 9060
発行機関 9(r70
発 行 年 9080 ｌ・ 不助産文化財ＩＤ 番号19500 １ ｌｌ ・・ ｌｌ
表　 題 9100
軌筆者名 9110
頁 9120 ｌ１
・
・
・
・ 単行本連結ID番号 9130
ｌ
・
１
・
・
・ 不助産文化財ID番号 9500
・
１
ｌ
１
１
１
１
１
・
・
●
・
Ｉ
Ｉ
表　 題 9100
執筆者名 9110
買 9120
・
・
１
１・
１
１ 単行本連結ID番号 9130 ・ １・ 不助産文化財ID番号 9500 ・ ｌ ●● １１ ｜｜
表　 題 9100
執筆者名 9110
買 9120 自ｌ ・・ ・・ ・・ 単行本連結ID番号 9130 ¶１ ・・ 不助産文化財ID番号 9500
ｉ
１
１
１
１
１
１
・
・
・
・
雑誌・紀要項目群データシート
文献仮ＩＤ番号 9000
論文名 9210
－ － － － 一 一
執筆者名 9220
買 9230
・
１
１
雑誌・紀要名 9Z40
巻号 9250
発行槻関 9260
発 行 年 9270
不動産文化財ID番号 95(〕0
ｌ
ｌ
ｌ
｜
｜
｜
｜
｜
｜
１
１
｜
Ｓ・
・
Ｉ
１
自
い
・
・
｜
・
ｌ
１
・
・
・
ｌ
・
・
・
・
・
・
・
１
１
１
｜
｜
｜
１
１
ｊ
１
自
｜
Ｉ
Ｓ
Ｉ
ｌ
ｌ
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ・
・
・
●ｌ
(注　 単行本データシートの内、中央二磴線より上が、文献１点に１件の不動産文化財が報告
されている場合に使用する。下半が、復数件報告されている場合で、例では３件分となっ
ているが、これが、報告件数分増減する。)
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不動産文化財データベース　データシート(記入例)
不助産文化財ID番号 1000 /:ぷ３４Ｚａ３○Ｏ／ 市町村不動産文化財ＩＤ番号 1010 k
Ｊ ：Ｏ ∂:/
不 助 産 文 化 財 種 別 1020 ① 遺跡　　2. 名勝　　3. 天然記念物　　4. 建造物　　5. 伝統的建造物群　　9. その他
名
称
Ｉ
漢　　 字 1030 し｀ 冫 ●１ べ｀ 吶 ｌ
・
黔･
ひ ら かな 1035
じ 冫･ う
へ｀｀
訥 ｉ い ｔ ？
II
墺　　 字 1030
ひ ら かな 1035
・ － ・
Ⅲ
漢　　 字 10ぶ）
ひら かな 1035
－ － －
所
在
地
Ｉ
市町 村コ ード 1050 /:6３４Ｚ
群市区町村大字 1055
下新 "I 刄1 入４ 町 X 菴
n
市 町村コ ード 1050 １
郡市区町村大字 1055
Ⅲ
市 町村 コード 1050
・
・
●
郡市区町村大字 1055
境界不助産文化財Iひ番号 1060
ｉ・
・
「
１
１
●・
・
ｌ
ｌ・ ｌ｜
Ｉ
・
・
・
・
・
所有者種別(３以内に○) 1100 (D 国　　2.県　 ○ 市田丁村　　4.寺院　　5. 神社　　6.法人　(i) 個人　　9. その他
主 たる 時 代 1200 f:1 ぷａ l 指 定 区 分 1300 1:Z
Ｉ
・
・
ｊ
調査・発掘の有無 1400 0.なし （D あり 文献の有無 1500 0.なし　○ あり
2万5千分の1地形図番号 1600吻 Ｓ３９Ｓ１Ｓ
・
・ １１
１
１
・
・ ｜ １ 口 卜 ：｜
緯　　 度 1601 31&５７１○経　　 度 1602１３７Ｚ９ Ｓｇ
時代・遺跡種別 2010 5匯Ｑぢ６Ｚ○
「゛ ・
・ １１
立　　 地(３以内に○) 2020 1.山地　　　　　１丘陵　　3.台地　　4. 扇状地　 （D 低地平地　　　6.水底　　7. 鳥嶼
現　　 況(３以内に○) 2030 1.市茆也・集落　１進路　　3.墓1也　 の 耕作地　　5. 山林・原野　　6.河川　　9. その他
保 存 状 況 2040 (D 保存　　　　 Ｘ不良　　3. 消滅　　4.不明　　9. その他
面　　 積 2050 ●II 全･ 遺跡地図 皿 〕 :○3:O ０ １０ xl群集遺跡ID番号12謂
ｌ１ 自・
・
・
・
Ｓ
遺
跡
概
要
主 要な 遺 構 2100
4･ 夲 顫 期 刄 眼
跖，
黝、 ｉ 夲 末 ～ 騅 戈 わ 県9 a. 孥
・
乞
悵 ‰ ．．ま 4. 1. と
匐 |= ｔ 函 1S ﾉ１ 莉 ４ ５ 勧 yX £， ●丶 逹 X. tii
主要な遺物 2110
i.
陶
1,.
蠢
X. 器 「 凾 岑 」 「 コ 寺 Ｊ 夲 碵 浙 片･ 亂ｔ 咥 缸 袖
． 匯 蚰 陶 唸
主要な発掘 2120
昭 乍ｐ μ 桙 ﾁ&j. 熟和 彳¶ 牟 ７ ｢Q 吶 ９ ９ 和 16 ｷ_ ４ 11
主要な開発 2130
そ　 の　 他 2140
ｔ 知 Ｓ 発:馘 鮪ｔ IS･ 冫 ｀l X. 冫ｔ 昧 ｋ 工． t.£ 樢 い ら 吮 .化 － － －
－ －・
Ｗ ・ －
－19 一
不動産文化財文献情報データベース　データシート(記入例)
単行本項目群・表題項目群データシート
文献仮ＩＤ番号 9000 /;J ３４１
書　 名 9010
富，４ ４ 哩 覈 丈 ４ζ、 駄 鄒 ・ 報 蓍１ ･;
副 奮 名 9020
弩 う/l町 高灣 １ 腎 ぺ、４ 町 じ １ う ギ 冖 ｌｔ 跡 爬穩 謌 ｔ 觚 告
ｔ
巻　 次 9030
シリーズ名 9040
シリーズ番号 9即 〕
編著者名 9060
客 亠 孝敢 llｔ ・４
発行機関 9070 S; 亠 厚な li 咎１ 戞
発 行 年 9080 1:9７今 不 助産 文 化 財ＩＤ 番 号19500 ｌｌ
１
１
｜ ・Ｓ
表　 題 9100
;t7豺１跡
執筆者名 9110 怖 夲 Ｘ． 存 崎 ス 魂 阿 洛1＆ －ｆ 舛 野λ
頁 9120 Ｇ ３ぢ ・・１ 単行本連結ID 番号 9130 /泙 ）●１ 不動産文化財ID番号 9500 心 球φ 砂φ
表　 題 9100
廴･ ’
Ｊ シ へ｀ 哂 ４ ｌ 勁。
執筆者名 9110 疼 憂 ＆ 犇･磚 久 咾 豸，＆ 兄･ ， 千 亠 ヂ 洫丈ｔ 吃
頁 9120 1:7 － １ 2.６ １ 単行本連結ID 番号 9130
ｌ
・ 不動産文化財ID番号 9500 ・・ ｜｜ ｌｌ １自 ・
衷　 題 9100
執筆者名 9110
買 9120
・
自
ｌ １１ １１ 単行本連結ID 番号 9130
●
●・ 不助産文化財ID番号 9500
●
Ｉ・ ｌ
・
Ｉ
自
・
ｌ
自 １
雑誌・紀要項目群データシート
文献仮ＩＤ番号 9D00１４３２71
論文名 9210
ろ･ｉ 喊ｉ ＆ 瓦 あ －- i.訛
帆筆者名 9220
・
良叙珥
頁 9230１ ２７
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
雑誌・紀要名 9240所
夊 れ 零-
巻号 9250 ５
発行機関 9260ｔ 呱 県 今 贊 戦蹂訳 1.灣 夊 竹
発 行 年 9270１９ ゛7ち
不動産文化財ID番号 9500０争ｔ○910 ？○Ｑ「φ Ｚ ：ａ yj ０;∂ ｏ：Ｚ e:￥･:a 夕･ｊ a:○○:3φ Z？伽 11
・
゜:ε1り 今 ･14ら4外 ○:6瞋
－20 －
